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出展社からのコメント／JASA 2022年度「トップリーダー倶楽部」開催報告

EdgeTech+ 開催　～多彩なプログラムの一端を紹介
1 … 主な基調講演・特別講演／特別企画／JASAセミナー
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協会の“今”をダイナミックに紹介中
協会活動の4本柱（ビジネスマッチング、経営支援、技術研鑽、人材
育成）をトップページで前面に押し出し、協会の“今”をダイナミック
にお伝えしています。もちろんスマホにも対応しています。
ご意見・ご要望のほか、「こんなセミナーやイベントを開いた」「製品
やサービスがメディアに取り上げられた」などの情報があれば、ぜ
ひ事務局に連絡をお願いします。

YouTube

Site

https://www.jasa.or.jp

https://ux.nu/XQE43

協会HP

協会チャンネル
（YouTubeのチャネルページが表示されます）

［会社訪問］株式会社大阪エヌデーエス
実績ある技術力・開発力で市場をリードするサービス創出へ
目指すは開発サプライチェーン構築によるグローバル展開



11月16日（水）-18日（金） パシフィコ横浜で開催
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　あらゆる産業で事業変革期を迎えた今、「エッジテ
クノロジーに新たな＜プラス＞をすること」によって顧
客起点の価値創出を実現するイベントとして、本年よ
り「EdgeTech+」へと名称をリニューアル。
　今年のテーマは「事業変革を推進するための最新
技術とつながる総合展」。"エッジ"の現在と今後に切
り込んでいく注目の技術、先進の応用分野と＜プラス
＞の新技術、分野を厳選し、最前線で活躍するトップ
企業のビジネスリーダーや産官学のキーパーソンな
どを招聘。豪華ラインアップで最新情報を発信する。
　トヨタ自動車長尾洋平氏とWoven P lanet
Ho ld ingsの浦野雅弘氏による「TOYOTAと

WovenPlanetのソフトウェアファースト開発最前
線」や、INIAD（東洋大学情報連携学部）坂村健学部
長による「ネットワーク時代のエッジテクノロジー」、
AWSの亀田治氏による「デジタルツインとロボティ
クスの今と未来」、など、組込みをはじめエッジテクノ
ロジーに関するトピックスから、DX推進に関する取り
組み事例など、事業変革のためのトピックスまで最前
線で活躍するビジネスリーダーや産官学の有識者に
よる講演も満載の3日間。
　ぜひ、最新の組込みとエッジコンピューティング技
術の情報、製品、ソリューションを会場で体感してい
ただきたい。

イベントコンセプト
事業変革期を迎えた今、エッジテクノロジーに新たなプラスで顧客起点の価値創出を実現するイベントへ

本イベントでは、新型コロナウイルス感染症対策を実施のうえ、
ご参加いただくすべての方の健康・安全を守りながら開催いたします。

社会課題・インフラを支える
エッジテクノロジー（EdgeTech）

応用産業分野への実装

事業変革のための
キーワード
（「プラス」の要素）

DevOps アジャイル リーン クラウドネイティブ ソフトウェアファースト

協 創 新規事業開発 スタートアップ リスキリング／ソフトウェア人材育成

小売／流通 ロボティクス オートモーティブ 医療／ヘルスケア

スマートシティ 製造／FA 航空／宇宙

A I IoT 組込みソフト

開発支援 セーフティ＆セキュリティ ワイヤレス

組込みハード／半導体デバイス

開発環境

～「������」から「���	�	
��」で何が変わる？～

JASA主催の専門技術展「EdgeTech+」が2022年11月16日（水）から3日間、パシフィコ横浜で開催される。“事
業変革を推進するための最新技術とつながる総合展”として、IoT/5G時代にますます重要となるエッジコンピュー
ティングを前面に展開する。充実度を増したカンファレンスや技術トレンドを深掘りした出展企業・団体とのコラボ
企画など多彩なプログラムを予定しているが、ここではその一端を紹介する。

エッジテックプラス公式サイト https://www.jasa.or.jp/expo/
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●AIsmiley（アイスマイリー）とのコラボ企画、関連技術
の最新情報を発信
「近年、IoTが社会に浸透し、求められる処理のクリティカ
ル性が高まるにつれて、処理のリアルタイム性やセキュリ
ティ面の観点からエッジデバイス上でAIモデルを動かす
エッジAIのユースケースが増えてきています。本企画で
は、『展示』『基調講演』『分科会セミナー』を通して、画像
認識AIに関連するテクノロジーや製品を紹介し、今後の
DX社会の実現やさらなるイノベーション
の発展に向けて貢献します」
【展示品目】モデル軽量化、コンパイラ、GPU、
AIアクセラレータ、エッジAIコンピュータ、エッ
ジAIカメラ、LiDAR、分析・解析ソフト、外観検
査、良品・不良品検査・識別、異常検知、顔認
証・人物検知・防犯、開発支援、各種産業向け
ソリューション

●リテールAI研究会主催、小売り分野に
おけるDXを促進する場
「あらゆる産業界におけるDX化が急激に進み始め、小売
り業界のDX推進もより加速度を上げていく必要性に迫
られています。本企画では、小売り分野におけるDXを促
進する最新の技術動向やソリューションの数々をご紹介
します。是非この機会にその目でご確認ください」
【展示品目】IoT、スマートセンシング、セーフティ・セキュリティ、
エッジテクノロジー／エッジコンピューティング／エッジAI／エッ
ジクラウド、位置情報活用、アイトラッキング、画像認識ソリュー
ション、ダイナミックプライシング、データ分析、自動配送、スマート
シェルフ、データ分析・解析、映像解析

●オープンネットワーキング×
エッジが示すDXソリューション
「海外でも既に開催実績のある
One Summi t Fa l l（旧：Open Ne twork ing &
Edge Summit）の日本市場向け版として、EdgeTech+
2022とThe Linux foundation、LF NETWORKING
そしてLF EDGEとのコラボレーションによって開催が決
定！オープンソースを活用したEnd to Endのコネクティビ
ティ・ソリューションにフォーカスした注目のカンファレン
スをお見逃しなく」

【展示品目】＜クラウド・コア＞NFV/アプリ
ケーション、アクセスゲートウェイ、クラウドイ
ンフラストラクチャ構築製品（サーバ、スイッ
チ、ストレージ等）、マネジメント＆オーケスト
レーション、ubernetes、SDNコントロー
ラー、コンテナ、マイクロサービス＜サービス
プロバイダ＞ 5Gエッジアプリケーション、
エッジスタック、O-RAN＜ユーザーエッジ＞
エッジサーバ、ゲートウェイ、デバイス、スマー
トエッジアプリケーション

●メディアも驚く歴史的なCPUを展示
「1971年にインテル社から世界初のマイクロプロセッサ
『4004』が世に送り出されてから半世紀。この50年間に
世の中に送り出されたプロセッサは数多ありますが、今回
はマイクロプロセッサ誕生から約30年、すなわち西暦
2000年ころまでに登場した主要なチップを展示します。
実物を目の前に当時開発に携わった方、過去の歴史に触
れたい方、それぞれの想いで展示をお楽しみください」

主な基調講演
／特別講演

TOYOTAとWoven Planetの
ソフトウェアファースト開発最前線

ネットワーク時代の
エッジテクノロジー

長尾洋平氏 坂村健氏浦野雅弘氏
トヨタ自動車（株）
BRソフトウェア事業推進室 主査

Woven Planet Holdings, Inc.
Woven Core Business
Head of Mobility Architecture

INIAD（東洋大学情報連携学部）
学部長

そのほか、オープンイノベーション、5G/Beyond5G、LPWA、モノづくり等々、出展企業・団体との連携企画を多数予定しています。

応用産業&関連技術と連携し
＜プラス＞情報を発信



‒伯東㈱
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JASA技術本部セミナー

技術本部委員会より、各調査研究活動とその成果等の最新情
報を紹介・発表します。

・プログラム

［C1-01 10:30～11:00］

「製品ライフサイクルにおけるサイバーセキュリティ対応」
  組込みシステムセキュリティ委員会　牧野 進二
［C1-02 11:15～11:45］ 
「感情の可視化を活用したアンガーマネジメント支援の提案」
  スマートライフＷＧ／株式会社クレスコ　國井 雄介
［C1-03 12:00～12:30］

※タイトル未定
［C1-04 12:45～13:15］

「AI/IoT時代の安全設計 ～STAMPの本質を考える～」
  安全性向上委員会／会津大学名誉教授　兼本 茂
［C1-05 13:30～14:00］

「エッジにおけるAI活用研究202２」
  AI研究WG／株式会社Bee　中村 仁昭
［C1-06 14:15～14:45］ 
「OSSによるLSI開発OpenEDAとRISC-V」
  OSS活用WG／株式会社アックス　竹岡 尚三　
［C1-07 15:00～15:30］

「OpenELが変える組込みシステム開発」
  Open EL活用WG／UpwindTechnology, Inc.
  中村 憲一

［C1-08 15:45～16:15］

「デバイスWG2022年度FPGAボード活用に向けた研究成
果」
  デバイスWG／株式会社ウォンツ　吉田 耕司

グローバルフォーラム2022

『ビジネスパートナーとしてのオーストラリアの魅力を探る！』

JASA国際交流委員会では海外諸国の先進事例等の最新情
報を提供しています。
今回は南半球のオーストラリアを取り上げ、現地企業や進出企
業等よりご講演いただき、ビジネスパートナーとしてのオースト
ラリアの魅力を探求します。

講演内容（予定）
①「今なぜオーストラリアなのか！」
②オーストラリアの紹介
③貿易・交流、共同研究開発・大学・人材
④オーストラリア企業紹介及び進出企業より

エッジ領域で活躍する
産業用AI

生産ラインのデジタル融合による
変化に強い生産現場DX

半導体・デジタル産業戦略
について（仮）

亀田治氏 成迫剛志氏 池田光邦氏 渡辺琢也氏
アマゾン ウェブ サービス ジャパン（同）
シニアエバンジェリスト

（株）デンソー
研究開発センター 執行幹部 
クラウドサービス開発部 部長

（株）デンソー
インダストリアルソリューション事業部 
リーンオートメーション部 
プラットフォーム開発室 
デジタルプラットフォーム課 課長

経済産業省 
商務情報政策局 情報産業課
ソフトウェア・情報サービス戦略室長

11月16日（水）-17日（木） 　展示会場内セミナー RoomC

11月17日（木）14:00-16:00

11月16日（水）10:30-16:15

▼昨年のJASAセミナーの様子

すべての来場者が気軽に出展社と情報交流できるフェスタ
が3年ぶりに実施されます。ドリンクを用意し出迎える出展
社と他では得がたい有意義な時間が体験できます。　
11月17日（木） 17:00-18:00 展示会場内▲過去のフェスタの様子

ボジョレ・ヌーヴォ解禁日にグラス片手に情報交流 最新情報は公式サイトを
ご参照ください。

https://www.jasa.or.jp/expo/
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　ETロボコンは5年後、10年後に世界をリードするエン
ジニアの育成を目指し、若手および初級エンジニア向け
に分析・設計モデリング開発にチャレンジする機会を提
供しています。業務での開発は、ほとんどの場合がすで
に形になっているものに手を加えるだけの「保守作業」
の場合が多いのですが、ETロボコンは一から設計し、実
装、テストという開発工程の一連の流れを約半年で行
います。
　2002年から継続して開催し、今年で21年目となる
本大会は、昨年、一昨年で確立したシミュレータの技
術を活かしつつ、ロボットを使用し
たリアル会場での大会も開催して
います。
　ETロボコン2022は全国201
チームが参加し、11月にパシフィコ
横浜で行われるチャンピオンシッ
プ大会には全国から選出された
チームが参加します。

　これからソフトウェア開発に携わる人に、具体的な題
材を通して開発体験を提供します。

　組込みシステム開発・学習の初級者を対象とし、モデ

リングを用いたシステム開発技術の基礎を学びチャレン
ジする機会を提供します。

　プライマリークラスの経験者及
び組込みシステム開発における応
用学習者を対象とし、より高度な
開発課題へモデリング技術を応用
できるスキルを磨く機会を提供し
ます。

　ETロボコン2022では、2種類の
走行体を使用して競技を実施しま
す。これまで利用していたHackEV

に加え、新たにHackSPiという走行体が登場します。
HackSPiは、プライマリークラスとアドバンストクラスで
利用することができますが、HackEVを使用するか、
HackSPiを使用するかは参加チームが自由に決めるこ
とができます。

2022年11月17日（木）　　　 　18日（金）

�～�月
技術教育

�～�月
競技練習・設計図提出

�～��月
地区大会

��月
チャンピオンシップ大会

設計図の記載方法や競技に
必要な内容を学びます。

本番コースでの試走や設計
図を作成します。

チャンピオンシップ大会進出
チームは約40チームと狭き門

全国の猛者から真の王者を決
めます。

▼

▼

▼

�	
��
 �	
�����	
������	
�����

▲
本番コース

を

にあった びの

れて ぶ
から ぶ
を ぶ

エントリークラス

プライマリークラス

アドバンストクラス

の び

の
り

の

決勝大会 ワークショップ
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　デジタル人材イノベーションチャレンジとは、デジタル
社会を牽引できる人材を育成することを目的とします。
基礎的な理論を習得し、幅広い知識を得るとともに、動
画によるオンデマンド学習、ワークショップなどを通じ
て、思考力、企画力などの実践的な力を鍛え、新規ビジ
ネスの企画・立案にチャレンジします。
　JASAがなぜイノチャレを企画するのか？その理由は
２つあります。１つは、最新のデジタ
ル技術を駆使して、新しい価値を創
出できるデジタル人材育成の推進
に力を入れていること。エンジニア
が多くを占めるJASA会員企業に
とっては、「新しい価値を創出」する
ためのスキル習得がカギ。
　２つめが、今や組込みソフトウェ
アは、製造業のDX実現のための主
役として期待され、市場に投入され

た 「製品の価値」を、ソフトウェアによりアップデートし続
ける必要があり、ソフトウェアファースト時代のエンジニ
アに求められる「どんな価値を創出するか」の価値観や
考え方のマインドセットが非常に重要。
　これらを「実践的な場で学ぶ」ことが、組込み業界の
新しいビジネスをつくるためのカギを握ると考えます。
　デジタル人材イノベーションチャレンジでは、昨年に

引き続き、新しい生活様式の中で
全プログラムオンライン開催、全
21チームから一次審査と二次審
査を通過したファイナリスト6チー
ムが、「EdgeTech+ 2022」にて、
今までにない新しいビジネス企画
のプレゼンテーションを行う決勝
審査を開催します。決勝審査は、ど
なたでもご観覧いただけますので、
ぜひチェックしてください。

会場参加
チームと
会場の審
査員で記
念撮影
（昨年大会
より）▼

（ 2021年大会の模様はYouTubeで視聴できます。���������	
�
��
�������������）

▲会場とオンラインのハイブリッド開催 ▲会場審査員がオンラインチーム
　へ質疑応答

▲2位のチームはオンラインで受賞 ▲1位のチームは会場にて受賞 ▲最後は全員カメラオンで記念撮影

2022年11月18日（金）
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　まずはそのプロセッサの概要を紹介する。
ポイント
●IoT化を促進する小型で省電力なプロ
セッサアーキテクチャを設計
●65nm CMOSプロセスを用いながら小
型（1mm×1mm）プロセッサLSIの開発
に成功
●既存の最小プロセッサより2.7倍の電力
効率、3.8倍のエネルギー効率を実現
●条件次第ではアルカリボタン電池で約
100日連続稼働可能

　原氏を含む研究チームは、小型のエッジ
端末で必要とする計算を実用的な時間で
処理できる機能に限定することで、従来の
プロセッサに比べて回路面積を大幅に削
減し、小型化と省電力化を両立するアーキ
テクチャ「SubRISC+」を開発した。
　65nm CMOSプロセスを用いたプロ
セッサLSIは、1mm×1mmと超小型であ
り、わずか77.0µWの消費電力で、異常検
出やデータ探索などの実用的なアプリ
ケーションをリアルタイムに処理すること
ができる。
　応用分野のヘルスケアデバイスを想定し
た異常検出において、商用の最小プロセッ

サであるARMCortex-M0の1.4倍高速で
ありながら電力効率は2.7倍、エネルギー
効率は3.8倍を達成した。（＊1）

　本研究で開発した組込みプロセッサは、
減算・シフト・論理演算・メモリアクセスの4
種類の命令のみからなる。「新しい開発と
いうよりは、高機能化の流れに逆らって
みようと」（原氏）とその意図を語る。
「最近RISC-Vが注目されていますが、ど
んなに命令セットが少なくても30種類は
あったかと記憶しています。それに対して、
このプロセッサは減算・シフト・論理演
算・メモリアクセスの4つだけの簡単な命
令しかありません。高機能ですごく複雑
なアプリケーションを動かすのではなく、
センサー側のすごく小さな部分の処理
に適しています。今後のIoT環境における
アプリケーションのすみ分けを原点に、
小型化と低消費電力化を担うというアプ
ローチです」
　発想のきっかけは、顕在化したIoTの課
題。小型エッジ端末では、比較的単純な異
常検出などの処理で十分な場合もあり、既
存プロセッサではオーバースペックである
という問題があった。

「着手したのは2017年ごろ。当初はシ
ミュレーションだけでしたが、実際に開
発したほうがインパクトがあるということ
で思い切って進めました。1mm角は
65nmプロセスで製造できる最小のダイ
サイズですが、もし0.5mm角があれば、
それでも収まっているほどのデータサイ
ズです」
　成果の詳細は、米国の科学誌「IEEE 
Access」サイト（＊2）を参考にされたい。

　応用分野としたヘルスケアは、意図する
活用と親和性が高いとの判断から。
「そもそも複雑な処理は実行しないと
いう発想がありました。プロセッサをどれ
だけ小さくしてもメモリが大きくなれば
省電力や小型のメリットは失われてしま
います。ソフトウェア次第で工夫できる余
地はありますが、そこまでしても対応でき
ない分野なら、対象とするドメインでは
ないだろうと。その点、ジャイロや心電な
ど身近なセンサーが多く親和性が高い
印象で、プロセッサの有用性を評価し得
る分野がヘルスケアだと感じていました。
身の回りのわかりやすいアプリケーショ
ンであり、要求される性能も人間の行動

IoTの可能性を広げるわずか1mm角の省電力プロセッサを設計
その成果と今後の展開 ～ 原祐子准教授に聞く ［ 　　　　］
IoTの可能性を広げるわずか1mm角の省電力プロセッサを設計
その成果と今後の展開 ～ 原祐子准教授に聞く ［ 　　　　］
IoTの可能性を広げるわずか1mm角の省電力プロセッサを設計
その成果と今後の展開 ～ 原祐子准教授に聞く ［ 　　　　］

（＊1）2021年2月19日付プレスリリースより　https://www.titech.ac.jp/news/2021/048954
（＊2）https://ieeexplore.ieee.org/document/9133073　IEEE Accessは、Institute of Electrical and Electronics Engineers発行のオープンアクセス科学ジャーナル

令和4年度科学技術分野の文部科学大臣表彰を受賞

東京工業大学
工学院情報通信系

この4月に発表された「令和4年度科学技術分野の文部科学大臣表彰」において、東京工業大学の関係者から12名が表彰された。
そのうち、若手技術者賞を受賞されたひとりが、工学院情報通信系准教授の原祐子氏。評価された「低消費電力かつ高信頼な
組み込みシステム設計に関する研究」は、多様化するIoTデバイスの高機能化とは逆の、ローエンドデバイスを限界まで追求した
プロセッサの開発だ。現状のプロセッサではオーバースペックとなる軽易な処理にマッチし、増加が懸念される電力消費量の課題
解消の期待もかかる。「高機能化と逆の方向で役立つことを」（原氏）と臨んだ研究の成果や、今後の展開など語っていただいた。
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に合わせたスピードで処理できれば十
分と考えると、総合的に見てヘルスケア
がもっともマッチする分野でした」
　アルゴリズムには監視や検出アプリケー
ションで使用されるスケーラブルで軽量な
アルゴリズムであるDTW（Dynamic time 
warping）が採用されている。センシング
データから異常検出やデータ探索し警告
するなど限られたデータのみを送信する用
途に応える。
「一口にヘルスケアといっても幅が広い。
これまでどのようなアルゴリズムがある
かなと調べつつ検討したところ、行き着
いたのがDTWでした。定義されたテンプ
レートパターンがあれば、そのパターン
との違いが検出できます。用途も広く、
ネットワークへの侵入検知に応用されて
います。生態の研究なのか不明ですが
昆虫学にも用いられているようです」

　今後はIoTセキュリティ、軽量暗号を用
いたデータの暗号化に向けた拡張に取り
組む。小型のIoTデバイスは実装リソース
制約が課題となるが、メモリにリソースがな
くても小さなフットプリントや計算量を実現
する暗号方式である軽量暗号の国際標準
化やガイドライン作成が欧州などで進んで
いるという。種類の一つ共通鍵暗号方式は、

暗号化と復号で同一の秘密鍵を用いる方
式で計算量など圧倒的に減らせることから、
リソース制約が強いデバイスに対しても広
く適用が可能だ。そうした動きに対しても対
応は問題なさそうだ。
「新しい軽量暗号の評価軸がARM Cor-
tex-M0ですが、それよりも機能が少なく
ても問題ないだろうと。共通 暗号系で
はいくつかの暗号アルゴリズムがありま
すが、われわれの命令セットで十分に対
応できます。
　暗号を解読する手法に、機器が暗号を
処理する際に生じるサイドチャネル情報
を狙う攻撃があります。消費電力もその
情報の一つですが、処理する命令とデー
タ双方に依存してアップダウンする波形
を統計的に解析することで暗号 が解
かれ、生データも知られてしまうのです。
そこで、波形を解析されても解読されな
いような実装を進めています。
　電力の消費量をフラットにしてアップ
ダウンをなくすハイディング方法や、生
データを乱数で複数のデータにバラして
すべてが揃わないと元の正しい情報が
わからないようにするマスキング方法が
考えられます。ハイディングもマスキング
もCortex-M0のソフトウェア実装で長く
おこなわれていますが、ハードはプロ
セッサのなかでいろいろなリソースを共
有していることから、思ったよりも保護で

きないとされています。ぜひ私たちのプ
ロセッサ上で、意図したとおりに情報を
分散できて保護できているということを
実現したいと思います」

　学生の頃から組込み技術に親しんでき
た。名古屋大学では、JASAとも縁の深い高
田広章教授の下で学んだ。ET展には毎年
のように会場に足を運んだという。そうした
なかで、いまプロセッサを選んだ理由を
語っていただいた。
「もともとはアクセラレータ設計を学ん
でいました。IoTによってアプリケーショ
ンが非常に多様化していくなかで、ARM
はどんどん多機能化して、そのあとから
IoTの概念が出てきてローエンドに広
がっていくのに、プロセッサは果たして
マッチしているのか、Cortex-M0で十分
という発想でいいのかなと。高機能化と
逆の方向でもっと役立つことができるの
ではと思ったことが組込みプロセッサに
進んだいきさつです」
　今後の本格的な市場投入に向けては、
プロセッサの実装に企業とのコラボレー
ションを期待する。そのために展示会の場
でプレゼンテーションの機会を設けるなど、
積極的な交流を図っていきたいという。新
たなIoTサービス創出の期待も高まる。
IoTの将来性を見据えると、原氏の研究の
可能性は大きく広がっていきそうだ。

東京工業大学工学院情報通信系准教授。国際デバイスおよびシステムロードマップ（IRDS）委員兼任。2010年名古屋大学大学院
情報科学研究科博士課程修了。その後、日本学術振興会特別研究員PD、米国・カリフォルニア大学アーバイン校客員研究員、ドイ
ツ・カールスルーエ工科大学客員研究員、奈良先端科学技術大学院大学助教を経て、2014年より現職。組込みシステムの上流設
計自動化技術、特に高位合成、ハードウェア・ソフトウェア協調設計、アーキテクチャ・プロセッサの研究に従事。博士（情報科学）。
原研究室では、次世代のIoT・組込みシステムのための設計自動化技術や計算機システムについて、ハードウェアとソフトウェアの
両面から幅広く研究している。    原研究室URL  http://www.cad.ict.e.titech.ac.jp/

1mm

1mm

プロセッサ
レイアウト図

データメモリ
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株式会社ＳＲＡ
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　新型コロナウイルス感染症の影響もあり、
展示会会場の出展社やご来場者が少ない
印象でした。しかし、「リアル」ならではのお
客様の興味のある分野や製品に触れることができ、製造業の
DXやIoTといった部分に興味があるお客様が多く、当社の紹
介した製品・サービスの中では、ウェアラブルソリューション、OPC-UA導入支援サービス、ソフト
ウェア開発の検証作業を自動化するツール「TestDepot」の引き合いを多く頂きました。「リアル」で
感じたお客様の課題や興味を当社の製品やサービス、ご提案につなげ、付加価値の高い新しい価
値創造を目指して行きたいと思います。　（関西事業部営業部／主任　渡邊義敬様）

株式会社グレープシステム
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　当社ではAzure RTOSをベースとしたク
ラウド接続デモや当社が代理店販売する
E XO S I T E 社の見える化サービス
「ExoSense」を使用した三密状態監視/予
兆保全IoTソリューションに加え今回初のお披露目となるイー・フォー
ス社製【μC3/BLE】を利用したUSB/BTコラボレーションデモを行いました。タイミングが悪く初
日にコロナ感染者急増に伴う行動制限の要請が出たため、来場者数に大きな影響が出ると考えて
いましたが、思いのほか影響は少なく当ブースへの来場者も期待以上だったと感じています。何より
実際に会話しながらソリューション提案するにはリアル展示会は有効ですので今後もオンライン/
オフラインを効果的に利用していきたいと思います。　（営業部部長　磯部耕次郎様）

株式会社ビッツ
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　今回、弊社が注力しているXR分野のソ
リューションとして、AR/MRを活用したソ
フトウェア製品を出展いたしました。コロナ
禍にも関わらず多くのお客様に弊社ブースへお立ち寄りいた
だき、「リアル」展示会ならではの生のご意見を多々いただくこ
とができました。
　お立ち寄りいただいたお客様には製品を見るだけではなく実際に実機に触れていただくことで、
弊社が開発したソフトウェアをより身近に感じていただけたと思います。
　弊社は創業52年で積み上げた安心・安定と開発実績・ノウハウが強みです。本展示会には来年も
是非参加させていただき、お客様との情報交換を通じて、引き続きお客様目線で課題解決やニーズ
を満たすご提案に努めて参ります。　（第2システム事業部営業部　大原梓様）

大阪電気通信大学 大学院 
組み込みリアルタイム研究室（南角研）
��������
����
��	
�����	��	��������	����南角
���������茂樹

　当時ETWestとい
う名称で大阪南港
ATCホールからグラ
ンフロント大阪に会
場を移した2014年
からずっと出展してお
ります。
　2006年に大学に
移るまでは私も企業
のエンジニアで組込みシステム一筋でした。東京
/横浜の展示会にも初回のMST以来ずっと訪れ
ており，なじみのある展示会でしたが、当時は自
分がその展示会に出展することになるとは思って
もおりませんでした。
　説明は大学院生および3年以上の学生に任せ
ておりますが、今回は特にブースを訪れ、熱心に
議論してくださるエンジニアの方が多く、学生も
「社会人の方を相手に発表することはとても緊張
したが、最後には社会人の方と話すことに慣れる
ことができた」「実際の製品開発に携わっておら
れる方から技術面で実践的な改善案をいただき、
研究意欲が高まった」「企業様方から『学生のう
ちからこんなにレベルの高いことをしているの？』
と称賛、驚きの声を多数いただけて研究に自信が
ついた」などと申しており、出展した甲斐があった
と思っております。この場を借りてご指導、ご議論
いただいたエンジニアの方に感謝いたします。
　展示会全体に関する印象ですが、昔に比べる
とハードウェア寄りの組込みシステムに関する展
示内容が大きく減ったと感じております。それも
開発するソフトウェアの分量によるためしょうが
ないとは思いますし、会の名称は時代と共に変
わっていきますが、ひとつくらいはうちのブースの
ようにはハードウェアよりのディープな内容の展
示があっても良いのではないかと思います。
（大学院総合情報学研究科総合情報学専攻コン
ピュータサイエンスコース／教授　南角茂樹様）

3,000人超の来場者に向けたアピールの場に
JASAビジョンに沿った経営者プログラムも実施

▲
▼ JASAパビリオン
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　当協会は「JASAビジョン2030」を新たに
制定し、2022年度をスタートさせました。
　この「JASAビジョン2030」に新たな6つ
の施策を打ち出しており、内1つが「経営者
向けプログラム」として、2022年度「トップ
リーダー倶楽部」開催に繋げています。
　ET& IoTWest 2022併設会場で行っ
た本セミナーは、当初予想を超える38名に

参加頂きました。
　会の冒頭でお伝えしたのは、双方向型
／受講者参加型のセミナーにしたい、との
思いです。その甲斐あってか、各講演はもち
ろん、パネルディスカッションにおいて受講
者側からも積極的な発言あり、有意義な意
見交換の場を醸成できたように思います。
　セミナー終了後、その熱量を保ちながら

日　時： 2022年7月28日（木）13時~16時

場　所： グランフロント大阪 
　　　　北館 B2F コングレコンベンションセンター

参加者： 会員企業経営者及び後継者　38名

講　演：

　 「１社では生き残れないDX時代のPMI」
　　　日本ＰＭＩパートナーズ株式会社 
　　　　代表取締役社長  濱田 仁様

　「日本を事業創造できる国にして、世界を変える」
　　　株式会社ゼロワンブースター 
　　　　CEO   合田ジョージ様

　「パネルディスカッション “経営者の意識改革”」
　　　司　　 会／ 横田 英史（JASA広報委員長）
　　　パネリスト／ 濱田 仁様、 合田ジョージ様

場所を移して懇親会を開催しました（ホテ
ルヴィスキオ大阪イタリアンキッチンヴェル
デ カッサ）。
　4名毎／各テーブルが仕切られた万全
のコロナ対策の中でも懇親が深められ、参
加者一様に満足度高く得るものがあった、
と事後収集したアンケートに記して頂きま
した。　（理事　神山裕司）

▲
▼ 展示会場内

▲
▼ 展示会場内

▲
▼ 基調講演

▲
▼ ヒートアップセッション

▲［上］満席となったセミナー会場の様子。講師に
　　積極的に質問するシーンも見られた
　［下］内容の濃い交流が図られ満足度も高かった
　　懇親会会場での集合写真

▲日本PMIパートナーズ 濱田仁氏
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　特許取得のメリットとして、以下の点で有利な
事業展開ができる、と一般に言われています。
　　

　しかしながら、１件の特許権を取得しただけで、
他社に法的請求をすることができるでしょうか？
特許訴訟の件数は、１年間で100件もありませ
ん。知財戦略や特許取得の必要性については、
長い業務経験を持つ弁理士であっても、その答
えは持ち合わせていません。

　知財戦略として、何が成功で何が失敗かもわ
からないし、特許取得の効果も計ることができま
せん。結局、研究開発の中で創出された発明を
どのように扱うか？は、自社の経営方針であって、
自社で決めるしかありません。

　革新的な発明であっても、自社の製品やサー
ビスと絡まない特許は、その価値がありません。
特許は、自社の製品やサービスの価値を高める
ものです。そもそも、「発明」とは、自社の製品や
サービスの中から、「創造の魂」を抽出したもの
です。例えば「大仏」の中には、彫り師が「写経
文」を隠し込んでいます。その大仏を拝んでも、そ
の写経文は見えませんが、その大仏の魂はその
写経文にあります。自社の製品やサービスを「大
仏」とした場合、隠し込まれた写経文が、実は発
明であり「特許」です。

　「戦略」とは「戦（いくさ）を略する」と言われま
す。知財戦略とは、「他社と争うことなく、不利な
交渉を有利にする」ものと考えるべきです。特許
交渉の本質は、ライセンスのロイヤルティを得る
ことではなく、他社との不利な交渉を強いられた
際に、カウンタとして持ち出すことにあります。特
許とは、他社に対する攻撃力ではなく、他社から
の攻撃に備えた防衛力と考えるべきです。

　自社の特許公報は、マーケティングの広告宣
伝機能として使うべきです。革新的な特許であっ
ても、その発明内容を知る人が少ないほど、その
価値はありません。自社の特許の内容は、様 な々
場面で、その発明内容を周知することが好まし
いです。一方で意外と、自分達が知らないところ
で、他社の社員がその特許公報をよく読んでい
ます。笑い話のようですが、自社の特許公報を一
番よく読んでいるのは、他社の社員である場合も
多いです。

　出願から特許取得までの費用は、弁理士に依
頼すると、印紙代も含めて、80万円以上かかっ
てきます。その経費は、経営上、ロイヤルティを期
待した投資か？　設備購入のための研究開発
費か？　単なる士業に対する支払報酬か？ 経
営方針の考え方（実際の勘定科目ではなく）とし
ては、「広告宣伝費」と捉えるのが適切ではない
か、と考えます。広告宣伝費は、例えば売上金額

に対する数％で、一律の必要経費と捉えている
場合が多いと思います。知財戦略にかける費用
は、例えば売上金額に対して１％と考えてもいい
かもしれません。広告宣伝費の場合、費用対効
果を導出することが難しいですが、知財財産に
関する費用もそのようなものとなります。

　弁理士は、自らの専門分野では能力を発揮し
てくれます。依頼企業は、自社の専門分野に強い
弁理士を探すことに注力してほしいと思います。
特許事務所に単に丸投げした場合、本当に自社
に最適な弁理士が選択されるかどうかはわかり
ません。なぜなら、優秀な弁理士ほど単価の高
い仕事に取りかかるためです。具体的には、特許
庁のJ-PlatPatデータベースから、自社発明に類
似する公開特許公報を検索し、その代理人へ直
接依頼することが得策かもしれません。

　ＪＡＳＡ会員企業様も、経営方針として「知財
戦略や特許取得の必要性」を、是非一度検討し
ていただければ、と考えております。

特許相談窓口開設ご案内
　JASAでは、特許無料相談窓口（期間限
定）を開設することといたしました。
　主に特許に関する発明相談、出願相談、契
約書、鑑定、訴訟等について、弁理士が無料
でご相談に応じます。担当弁理士は、IT分野
の特許を専門としておりますが、商標等につ
いても相談可能です。

●無料相談期間　2023年3月31日まで
●担当弁理士　　早原 茂樹 氏

相談を受ける際の手順
❶ご相談を希望される会員は、以下アドレス
へ、相談日時調整のメールを送付ください。
To：info@hayahara.com
メールヘッダ：JASA特許無料相談の日時
　　　　　　調整希望
メール内容：※貴社名　※ご担当者お名前
　　　　　  ※ご相談内容の概略　
　　　　　  ※希望日時（候補日時：３程度）
❷メールを受信いたしましたら、返信させて

いただきます。
面談内容を予め理解するために、大凡の発
明提案資料を送付してください。
IT分野を専門とする弁理士です、技術的な
説明で問題ありません。
守秘義務は、弁理士法及び技術士法によっ
て担保されています。
❸Web会議のツールは、企業のシステム
（zoom、Teams等）に対応いたします。

「弁理士（特定侵害訴訟代理）」「技術士（情報工学）」
情報技術専攻・早原特許技術事務所・所長
株式会社Orbis Brain・代表取締役CEO（JASA会員）
https://hayahara.com/staff.php

情報技術専攻・早原特許技術事務所 所長
弁理士（特定侵害訴訟代理）・技術士（情報工学）
https://hayahara.com

【参考文献】　（1）「特許事務所ランキング（AI・人工知能編、2020年）」（早原特許技術事務所・全国17位）　　https://chizainews.com/ai-patent-firm-2020
　　　　　　（2）特許庁「漫画審査基準　～AI・IoT編～」https://www.jpo.go.jp/system/laws/rule/guideline/patent/comic_ai_iot.html
　　　　　　（3）特許庁・知的財産「契約書ひな形」https://www.jpo.go.jp/support/general/open-innovation-portal/index.html

会員企業と業界における
知財戦略と特許取得の必要性について

早原 茂樹
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北海道セミナー会場風景

東北セミナー会場外観

東北/北海道 
地域交流セミナー実施報告

　9月15日（木）14:30より、TKP札幌駅前
カンファレンスセンターにて、JASA主催セミ
ナーとして開催しました。当日は、13時より
地方理事会も開催され、理事の参加も含め
60名以上の方にご参加頂きました。
 本セミナーは、「北海道から始まるDXの未
来（あした）」と題しDXをテーマにした２つ
のセミナーを開催しました。
　北海道大学名誉教授山本強様には、北
海道の事例も交え、Society5.0、DXに関す
るお話しを頂きました。（北海道Society5.0
化作戦）
　JASA渡辺副会長には、「ソフトウェア
ファースト」のご説明、そこに求められる人

材像に関するお話し頂きました。（製造業
DXの実現に向けてベンダー企業に求めら
れるものとは？）
　最後に、竹岡技術本部長より、技術本部
の活動に関しご紹介させて頂きました。

　セミナー終了後の交流会においては、北
海道経済産業局、札幌市、一般社団法人
北海道IT推進協会の方々にもご参加頂き、
たいへん盛況な会となりました。

　8月22日（月）13:30より、岩手県民情報交
流センターアイーナにて、盛岡市とJASA東北
支部の共催でセミナーを開催いたしました。
　盛岡市が、2021年にスタートした、
「MULTI MONOMORIOKA（盛岡のIT・
AI・IoT・DX・ものづくりの連携プラット
フォーム）」は、ＩＴとものづくり産業等の発
展のために、全国から企業が参画し未来技
術にチャレンジするプラットフォームです。
　このMULTIMONOMORIOKA活動の
一環として、「岩手から発信するDX」と題し、
３つのセミナーが開催されました。
　株式会社ソシオラボ代表取締役中川郁
夫様には、様々な事例から事業創造を進め

るために大切なこと、必要なことをお話し頂
きました。（腹落ちするDX（番外編）～事業
創造のヒント）
　炎重工株式会社企画部部長萩野亮様
には、三陸海岸を有する岩手県ならではの
漁業養殖にボート型ドローンを活用する取
り組みをご紹介頂きました。（船舶ロボット
で一次産業・屋外作業を自動化！）
　国立大学法人岩手大学対馬登様には、
学内に会社を作って企業活動やものづくり
を学ぶことができる学内カンパニーのご紹
介頂きました。（岩手大学学内カンパニーの
取り組み紹介）
　最後に、武部専務理事からJASA活動に
関しご紹介させて頂きました。

　コロナ感染者数がまだ多い中での開催
のため、交流会は中止となってしまいました
が、リアル・オンライン合わせて60名以上の
方にご参加頂き、たいへん盛況なセミナー
となりました。

ビジネス交流委員会は、「各地支部と連携した情報発信」「JASA認知度の向上」という事業方針
の活動として、各地方支部と連携し、セミナー・交流会を開催しています。
この数年のコロナ禍においては、オンラインのみの開催となっておりました。セミナーへご参加頂く
方々は情報収集を目的とされる方も多いですが、その場での新たな出会いや、交流を求められてい
る方も多く、今年度のビジネス交流委員会としては、リアルでの開催実施を目標とました。
この度、数年ぶりにリアル開催した東北・北海道のセミナーのご報告をさせて頂きます。

ビジネス交流委員会委員長　古屋繁之

東北地域交流セミナー2022

北海道地域交流セミナー2022

北海道大学
名誉教授
山本 強 氏

経済産業省
北海道経済産業局
地域経済部　
部長　辻 純朗 氏

札幌市 経済観光局
経済戦略推進部
部長　早瀬 京太 氏

北海道IT推進協会
常任理事
秋山 芳廣 氏
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